
【SENDAIポータル拡張事業】

実施地域 宮城県仙台市
実施主体 宮城県仙台市
事業概要 仙台市では東京圏への人口流出が大きな課題であり、居住することの魅力を高めることが急務である。加えて、「支店経済都市」や「学都」と呼ばれる都市個性によって一定規

模の人口が入れ替わり、住民の多様性が拡大していることから、多様化するニーズに対応する形で生活の利便性向上を図る必要がある。まずは、令和３年度総務省事業にて
導入したデータ連携基盤を通じた非パーソナルデータ（人流）を活用したサービスを実装したところ。今後、更なる魅力の向上を図るため、個人のライフスタイルに合った情報発
信・サービスの展開を目指し、パーソナルデータにも対応したデータ連携基盤を整備することが不可欠である。こうしたことから、既存のデータ連携基盤を拡張した上で、既に構築済
みの市民/来街者向けポータル「SENDAIポータル」のパーソナライズ化に向けた機能拡充を行う。市民・来街者は、SENDAIポータル上で属性やニーズ等に応じた情報を閲覧す
ることが可能となる。なお、今後、データ連携基盤の利用を希望する県内自治体等から相談があった場合は仙台市のデータ連携基盤の共同利用を検討していく。

取組内容 実施体制図

システム構成図

①SENDAIポータルマイページの改修
①-1 My手続きサービスの改修
オプトイン情報に基づき、オンライン手続情報をポータルのマイペ

ージで利用者に最適化して通知・表示するサービス。例えば、子
育て情報を求める利用者に対して、保育施設の利用待機通知
書の申請等の通知・表示を想定している。
①-2 電子郵便ポストの構築
個人情報の活用について同意を得た利用者に、これまで行政か

ら郵送で送付していた文書を電子で送付し、それを通知・表示す
るサービス。
①-3 Myカレンダー機能の拡張（Myカレンダーは構築済み）
ポータル上のMyカレンダーに、利用者が登録した地域・関心等

に最適化された情報を通知・表示するサービス。例えば、居住地
域とごみ収集エリアを連携させることで、カレンダー上に利用者に最
適化されたごみ収集日を通知・表示されるなどを想定している。
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②データ連携基盤の拡張
本市では令和3年度データ連携基盤（非パーソナル）を構築したが、今回、個

人に最適化されたサービス（①-1～3）を提供するために、既存のデータ連携基盤
をパーソナル対応できるよう拡張する。また、マイナンバーカードを活用した共通IDを
使用してポータルのマイページにログインすることで、外部複数サービスへのSSO（シ
ングルサインオン）を可能とする。
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